
287,980

250,000
217,800

255,100

記載されている製品名などの固有名詞は、
各社の商標または登録商標です。

（商標について）

株式の状況（２０１6年9月３0日現在）

事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
基 準 日

同 連 絡 先

上 場 証 券 取 引 所
公 告 の 方 法

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関

４月１日～翌年３月３１日
毎年６月
定時株主総会・期末配当 ３月３１日
中間配当 9月30日

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 証券代行部
〒１３７－８０８１ 東京都江東区東砂七丁目１０番１１号
TEL ０１２０－２３２－７１１（通話料無料）
東京証券取引所
電子公告により行います。
公告掲載URL
www.inet.co.jp/ir/stock.html/

（ただし、電子公告によることができない事故、その他やむを得
ない事由が生じた際には、日本経済新聞に公告致します。）

株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口
座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設さ
れている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三菱ＵＦＪ信託銀行）ではお取り
扱いできませんのでご注意ください。
特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行が口
座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱ＵＦＪ信託銀行）にお
問合せください。なお、三菱ＵＦＪ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎ致します。
未受領の配当金につきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行本支店でお支払い致します。

１.

２.

３.

［ご注意］

■ 金融機関
■ 証券会社
■ 国内法人
■ 外国法人等
■ 個人・その他

0.70%
0.52%
1.47%
1.79%

95.52%

株
主
数

株 主 数
発行可能株式総数
発行済株式の総数
大 株 主

4,015名
60,000,000株
14,765,840株

池 田 典 義
ア イ ネ ッ ト 従 業 員 持 株 会

日 本 ト ラ ス テ ィ・ サ ー ビ ス
信 託 銀 行 株 式 会 社（ 信 託 口 ）

北 川 淳 治

有 限 会 社 エ ヌ・ア ン ド・ア イ

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社
三 菱 総 研 Ｄ Ｃ Ｓ 株 式 会 社

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

BNP PARIBAS SECURITIES SERVICES 
L U X E M B O U R G / J A S D E C / F I M / L U X E M B O U R G 
FUNDS/UCITS ASSETS（常任代理人 香港上海銀行東京支店）

株 式 会 社 横 浜 銀 行
（常任代理人資産管理サービス信託銀行株式会社） 643,000

1,672,890
1,283,415

463,700

495,000

1.99

1.73
1.51

1.76

4.45

710,300 4.91

11.57
8.88

3.21

3.42

2016年10月1日付で株式分割を行っており、分割後の発行済株
式の総数は16,242,424株となります。
自己株式を309,977株保有しておりますが、持株比率は自己株式
を控除して計算しております。

株式メモ

株主優待制度のご案内配当金

株　主　名 持株数（株） 持株比率（％）

所有者別構成比

※1 発行済株式の総数について…

※2 持株比率について……………

■ 金融機関
■ 証券会社
■ 国内法人
■ 外国法人等
■ 個人・その他

17.65%
0.49%
9.38%
7.82%

64.66%

株
式
数

36円（予定）
（中間18円+期末18円）

第46期
1株当たり
配当金

毎年9月末日時点で1,000株以上
保有いただいている株主様
所有株式に応じて当社オリジナル
QUOカードを年1回（12月上旬）
お届け致します。
贈呈額の10％を別途、当社より障
がい者支援団体等に寄付させてい
ただきます。

対 象 株 主 様

優 待 内 容

社会への貢献

贈 呈 の 内 容

更に3年以上継続保有の場合は、1,000円分の
QUOカードを追加

株主の皆様の日頃のご支援にお応えするとともに、
当社株式の魅力を高めることを目的に実施しています。

1,000円分
2,000円分
3,000円分

1,000株以上 3,000株未満
3,000株以上 5,000株未満
5,000株以上

当社は、安定的な配当を継続して実
施することを基本としており、今期で
5期連続、増配を予定しております。

オリジナル
QUOカード

株式数株主数

※1

※2

と株主様を結ぶコミュニケーション誌

第        期  第 2 四半期 46

［証券コード ： ９６００］

［２０１6年４月１日　２０１6年9月３0日］

株 主 通 信



　当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、株式市
場の低迷や円相場の安定しない動きによる不安感があるもの
の、企業収益や雇用情勢は、緩やかな回復基調で推移しまし
た。一方で海外経済の減速懸念により、先行き不透明な状況が
続いております。
　当社グループが属する情報サービス業界では、国内経済の
先行き懸念があるものの、企業のIT投資需要は回復基調にあ
ります。その中でもクラウドコンピューティングの普及拡大、IoT
（Internet of Things：モノのインターネット）の推進、ビッグデ
ータやAIの活用拡大など、企業の売上拡大や顧客サービス向
上を目的にした競争力強化のためのIT投資への関心が一層高
まっております。
　このような環境下、当社グループは、多様化する顧客ニーズに
的確に応え、システム開発需要に対応するとともに、データセン

ターやクラウドサービスの商品力向上に注力してまいりました。
　以上の結果、当第2四半期連結累計期間の業績は、システム
開発サービス並びに情報処理サービスが堅調に推移したこと
により、売上高12,268百万円（前年同期比2.4％増）、営業利
益926百万円（同13.5％増）、経常利益886百万円（同14.2％
増）、親会社株主に帰属する四半期純利益589百万円（同24.5
％増）となりました。
　配当につきましては、継続的な安定配当を基本方針としてお
ります。この方針に則り、当期の年間配当は、昨期から2円増配
の、1株あたり36円を計画しており、中間配当金は18円とさせ
ていただきました。
　株主の皆様におかれましては、より一層のご理解とご支援を
賜りますようお願い申し上げます。

1 2

ごあいさつ

第46期 第2四半期のご報告平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
ここに、第46期 第2四半期株主通信をお届けするにあたり謹んでごあいさつ申し上げます。

システム
機器販売

情報処理
サービス

システム
開発サービス

システム機器販売

4,862

39.6

2.6

百万円

％

％増

売 上 高

売上構成比

前 期 比

情報処理サービス システム開発サービス

3.9%

サービス区分別売上高

当期の業績

売 上 高 12,268百万円 前年比    2.4％ 増

926百万円 前年比 13.5％ 増

589百万円 前年比 24.5％ 増

営 業 利 益

親 会 社 株 主に帰 属する
四 半 期 純 利 益

取締役会長

池田 典義
代表取締役社長

梶本 繁昌

6,923

56.5

1.1

百万円

％

％増

売 上 高

売上構成比

前 期 比

482

3.9

23.8

百万円

％

％増

売 上 高

売上構成比

前 期 比

ごあいさつ

39.6%
56.5%



　企業のIT投資マインドは改善し、2020年の東京オリンピック
に向け市場はさらに拡大を続け、高い水準で推移していくものと
思われます。最近話題の自動車の無人運転に代表される様に、
ITの世界はかつてないスピードで技術が進化しており、私達の身
の回りに大きな変化をもたらそうとしています。企業は、IoTやビ
ッグデータ、AIなどのテクノロジーを活用し、ビジネスに革新を起
こしていくことで、更なる成長や生き残りに取り組んでいます。
　当社グループも、これらの企業ニーズに応えるために、システ
ム構築、データセンタービジネス、クラウドサービスなどに、これ
まで以上に注力することで、業績を着実に伸長させることがで
きると考えております。以上のことから、今期（46期）の通期連

結業績は、データセンタービジネスとクラウドサービスの収益を
拡大させるとともに、システム開発サービスやSSなど、既存ビジ
ネスも伸ばしていき、売上高は257億円（前年比5.2％増）、営
業利益20.5億円（同6.8％増）、経常利益19.5億円（同6.1％
増）、親会社株主に帰属する当期純利益12.8億円（同14.8％
増）を予想しております。

　最後になりましたが、引き続き、安定した高収益企業を目指
し、グループ一丸となり邁進していく所存であります。株主の皆
様におかれましても今後とも変わらぬご支援を賜ります様、お
願い申し上げます。

トップインタビュー
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中間期の業績について 今後の市場環境や通期業績見通しについて

　当第2四半期業績は、売上高が6期連続の増収となる122億
円（前年比2.4％増）、利益面も営業利益は9.2億円（前年比
13.5％増）、経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利
益ともに過去最高益を更新することができました。この結果は、
偏に社員全員の頑張りと株主様の温かいご支援の賜物である
と感謝しております。この場をお借りして御礼申し上げます。
　さて、この好調な業績は、当社グループが注力しております
データセンターやクラウドサービス、並びにシステム開発分野に
おいて、お客様との直接取引を積極的に推進し、幅広い業種業
態のお客様から多数の案件を獲得したことによります。
　これらは、当社グループが継続して取り組んでまいりました3
つの事業方針の「エンドユーザー志向」、「ストックビシネスの拡
大」、「変化と進化」がグループ全体に浸透する中で、お客様との
接点がさらに増し、収益率の高いストックビジネスへ誘導するこ
とで、成長力と収益力が両面で強化された結果、安定成長につ
ながっていると考えております。（安定成長の要因は5ページQ
＆Aに掲載しております。是非ご参照ください。）

トップインタビュートップインタビュー

中間期６期連続の 増収と過去最高益達成

46期通期
業績予想

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

親会社株主に帰属する当期
純 利 益

257億円

20.5億円

19.5億円

12.8億円

（6期連続増収）

（最高益更新）

（最高益更新）

（7期連続増益＆最高益更新）



　当社グループのビジネスは、データセンターを活用し、その周
りを創業ビジネスであるガソリンスタンドの決済業務やプリン
ト・メーリング、システム開発、クラウドサービスなど、様々な事
業体が、有機的に連携して取り巻いております。これらは事業
単体での営業推進のみならず、各々がクロスセルを行い、また、
設備などのリソースを共有化することで、相乗効果を発揮し、収
益を拡大しております。
　当社では、データセンターを活用した情報処理サービスをス
トックビジネスと呼んでおります。これらは継続契約型ビジネス
であり、長期間安定して売上が計上できることが特長で、経営
基盤の安定に繋がります。一般的には設備投資などの先行投
資が必要となりますが、人的リソースにあまり依存せずサービ

ス提供が可能であるため、一人あたりの売上・利益が増え、安
定的な成長が見込めます。当社では長年このストックビジネス
分野の拡大に注力をしてきました。
　また、お客様のコンピュータ・システムを設計・構築するシステ
ム開発サービスを当社ではフロービジネスと呼んでおります。
これらは、一度に大きな金額の売り上げを獲得できることが特
長です。一般的なシステム会社は大手メーカーの下請仕事が中
心ですが、当社はお客様と直接取引することを推進しておりま
す。直接お客様と接することで、お客様のニーズを知り、信頼関
係を構築することで、データセンタービジネスなどのストックビ
ジネスへの誘導を推進し、さらに安定した利益を積み上げてお
ります。

　小型無人航空機「ドローン」は、「空の産業革命」と呼ばれ、災
害の調査や工事現場の測量などで活躍する他、宅配や防犯など
に活用するなど、近い将来には多くの企業が利用していくと考
えられています。
　当社は、ドローンの専門事業者ではありませんが、小型カメラ
やセンサーを搭載したドローンが収集した画像データや測量デ
ータなど膨大なデジタルデータを「ビッグデータ」として蓄積・保
管できるデータセンターを保有しております。今後は、当社が長
年蓄積した組込み制御技術を活用したセンサーなどデバイス開
発や、データセンターに蓄積した様々なデータを分析・解析し、

お客様のビジネスに活用して頂けるようなサービス提供を行う
予定です。当社はこの様な先進的なビジネスにも取り組みを始
めております。

を18円で据え置いておりますので、実質増配となる予定です。
今後とも、当社株式を末永く保有していただけましたら幸いで
ございます。

　当社は2016年10月1日付をもって、当社普通株式1株を
1.1株に分割いたしました。これは、株式分割を行い、投資単位
当たりの金額を引き下げることにより、より一層投資しやすい
環境を整えることで、当社株式の流動性の向上と投資家層の拡
大を図ることを目的としております。
　また、この株式分割に伴う配当金の調整は行わず、期末配当

5

アイネットQ&A

6

アイネットQ&AアイネットQ&A

安定成長の要因を教えてください。

データセンターを活用し、様々なサービスをお客様に提供することで、
ストックビジネスを拡大し、安定した業績を継続しております。

これまで株主様向けアンケートはがきや、個人投資家向け説明会で、よくお問い合わせいた    だいたご質問に対してご説明させていただきます。

1 1.1
株式分割

Q.1

A

株式分割を行った目的について教えてください。

当社株式の流動性と、更なる株主還元の向上を目的に実施いたしました。

Q.3

A

ドローン事業へ参入した理由について教えてください。

データセンター、クラウドサービスでの技術力や運用力の強みを活かせるとともに、
将来のビジネスの柱となる可能性がある急成長分野だからです。

Q.2

A

［アイネットのビジネスモデル］

石油・ガス

金　融

小売り・流通

サービス業

宇　宙

制御・組込

建設・不動産

製造業

通信・メディア

官公庁 他

データセンター
ファシリティ

プリント
メーリング

運用
監視

クラウド

受託計算
決済

システム
ソフト開発

組込
制御宇 宙

データセンターに巻き込み、
ストックビジネスへ展開

様々なサービスを
お客様のビジネスに合わせ連携
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当 第２四半期累計期間
（２０１6／４／１ ～ ２０１6／９／３０まで）

前 第２四半期累計期間
（２０１5／４／１ ～ ２０１5／９／３０まで） 増減額

（単位：百万円）
［損益の概要］

当 第２四半期末
（２０１6／９／３０現在）

前期末
（２０１6／3／３1現在） 増減額

（単位：百万円）
［資産・負債の概要］

当 第２四半期累計期間
（２０１6／４／１ ～ ２０１6／９／３０まで）

前 第2四半期累計期間
（２０１5／４／１ ～ ２０１5／９／３０まで） 増減額

（単位：百万円）
［キャッシュ・フローの概要］

723
△242
△509

162
 134

営業活動によるキャッシュ・フロー 435 1,159
投資活動によるキャッシュ・フロー △222 △464
財務活動によるキャッシュ・フロー  △197 △707
現金及び現金同等物の期首残高 2,533 2,696
現金及び現金同等物の四半期末残高 2,549 2,684

ポイント

4

ポイント

3

ポイント

2

ポイント

1

ポイント

5

売上高 11,975 12,268
売上総利益 2,683 2,888
営業利益 816 926
経常利益 775 886
親会社株主に帰属する四半期純利益 473 589

310
93

 △26
430
403

流動資産 8,593 8,903
固定資産 16,516 16,610
流動負債・固定負債 13,316 13,290
純資産 11,793 12,223
総資産 25,110 25,514

292
204
109
110
116

［決算数値のポイント］

システム開発サービス、情報処理サービスともに売上高
が増加したことにより、販売費及び一般管理費の増加を
吸収し、営業利益は13.5％増の109百万円増加し過去
最高益を更新しました。

ポイント

2

売掛金の増及び下期納入予定案件に伴う仕掛品の増に
より、310百万円増加しました。

ポイント

3

利益剰余金が343百万円増加したこと、また、株式市況
の影響でその他有価証券評価差額金が93百万円の増
加があり、430百万円増加となりました。

ポイント

4

ポイント

5

有利子負債の削減285百万円、リース債務の返済159
百万円、および配当金支払245百万円等を実施したこと
によるものです。

［ 財務活動によるキャッシュ・フロー ］

利益および減価償却による内部留保で1,586百万円増
加しました。一方で法人税等の支払額が487百万円が
あり、1,159百万円の獲得となりました。

［ 営業活動によるキャッシュ・フロー ］

連 結 財 務 諸 表 の 概 要

金融業向けのシステム構築が堅調であったこと、また、デ
ータセンターやクラウドサービスも新規顧客を中心に売
り上げを伸ばした結果、売上高が292百万円増加となり
ました。

ポイント

1

株主の皆様に必要なIR情報を公開しております。
財務諸表の詳細はこちらでご確認ください。

www.inet.co.jp/ir/
アイネット IR

連結財務諸表の概要

０

５,０００

１０,０００

１５,０００

２０,０００

２５,０００

30,０００

［総資産額・純資産額］ ■総資産額  ■純資産額 （単位：百万円）■総資産額  ■純資産額 （単位：百万円）

２０１4／３
第43期

２０１3／３
第42期

２０１5／３
第44期

２０１6／３
第45期

２０１7／３
（第２四半期）

第46期

25,514

12,223

25,110

11,793

２2,４59

８,854

２4,514

10,571

25,962

12,147

■第２四半期（単位：百万円）■第２四半期（単位：百万円）

０

200

4００

6００

8００

［営業利益］
1,0００

２０１4／３
第43期

２０１3／３
第42期

２０１5／３
第44期

２０１6／３
第45期

２０１7／３
第46期

816
669

836
681

926

7,00０

9,０００

11,０００

13,０００
［売上高］ ■第２四半期（単位：百万円）■第２四半期（単位：百万円）

２０14／３
第43期

２０13／３
第42期

２０15／３
第44期

２０16／３
第45期

２０17／３
第46期

11,975
１1,135 11,141

12,268

10,456

０

１０

２０

３０

4０ 36
（予想）

２5
3027

34

■中間配当  ■期末配当 （単位：円）■中間配当  ■期末配当 （単位：円）［１株当たり年間配当金推移］

２０１3／３
第42期

２０１4／３
第43期

２０１5／３
第44期

２０１6／３
第45期

２０１7／３
第46期

※2016年10月1日付で株式分割を行っておりますが、分割
の影響を調整せず、配当実績（予想）で記載しております。
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当社グループは、障がい者雇用の促
進を目的に特例子会社の株式会社
アイネット・データサービスを設立し、
障がいのある方が「自立・成長・自律」
できるよう支援を続けております。

女性が活躍するための取り組みに積極的で、神奈川にゆかりの深い
企業のトップと神奈川県知事によって誕生した応援団であり、性別
に関係なく働き続け、個性と能力を発揮できる社会の実現に向け
て、社会全体で女性の活躍を応援する
機運を高めていくことを目的としてお
ります。当社は、結成時から団員として
選ばれており、これからも女性活躍推
進のための取り組みを行っていきます。

当社グループは、地域での雇用創出や開催イベントへの協賛、文化
芸術振興への支援や災害支援を中心に積極的に社会貢献活動を
行っております。

障がいのある方の自律を支援

女性活躍への取り組み「かながわ女性の活躍応援団」

第45期株主通信に同封致しました株主アンケートに、多くの方からご回答を
いただきました。その一部をご紹介致します。

アイネットデータサービスの
経営理念

官公需カードシステム稼働

神 奈 川 県 石 油
業 協 同 組 合 様
が 神 奈 川 県 警
察本部との間で
運用する「警察
車両向けカード
システム」を納

入しました。当社の技術力を駆使し、短納期
でサービス提供を開始致しました。

4月

「障害者の雇用の促進等に関する法律」
に基づき、企業が障がい者の雇用に特別
に配慮し設立した子会社で、一定の条件
を満たしているとの厚生労働大臣の認定
を受けた会社をいいます。

特例子会社

社会貢献活動

主な活動をご報告致します。

創立45周年の感謝の集い

1971年に
前身である
株式会社フ
ジコンサルト
を設 立して

から現在に至るまで、お世話になった各界
からのお客様をお招きし、横浜ロイヤルパ
ークホテルにて「創立45周年 感謝の集
い」を開催致しました。

7月5日に当社のクラウドサービスについ
てご紹介するセミナーを開催致しました。
当日は次世代クラウドプラットフォームサー
ビス「 Next Generation EASY Cloud®」
の紹介やドローンのデモなどを行い、多く
のお客様に当社ビジネスにご興味を持っ
て頂きました。

「Dream Cloud Seminar2016」 開催

定時株主総会と
事業説明会

第45回定時
株主総会を
横 浜 ベイホ
テル東 急で
開催致しまし
た。総会後の

事業説明会では、社長の梶本より業績概況
ならびに事業戦略の説明を行い、株主の皆
様にご理解を深めていただきました。

6月

４月2016 5月 6月 7月 8月 9月 10月

「かながわ女性の活躍応援団」全体会議

株主様アンケートにご協力ありがとうございました

「先行きに大いに期待できる」、「期待できる」、など期待できるに属するご回答をい
ただいた割合は、94.8％となりました。5期連続で増収を達成したことや、トップイ
ンタビューを通じて成長への取り組みをご理解いただけた結果と考えております。

株主様からの貴重なご意見・ご要望は今後の経営並びにIR活動に
生かしてまいります。

当社の業績について、現在どのような見解をお持ちですか。

無回答・不明 1.7％

先行きに
不安を感じている
かなり心配している

3.2％

0.3％

やや期待できる 21.6％

先行きに
大いに期待できる 20.8％

期待できる 52.4％

良い印象
94．8％

アンケート結果のご報告

会社の概況（２０１6年9月30日現在）

商 号
上場金融商品取扱所
本 社
電 話 番 号
U R L
設 立
資 本 金
従 業 員 数
事 業 内 容

株式会社アイネット／I－NET CORP.
東京証券取引所市場第一部（９６００）
横浜市西区みなとみらい三丁目３番１号

（０４５）６８２－０８００（代表）
www.inet.co.jp/
１９７１年４月２２日
３,２０３,９９２,６９０円
1,336名（連結）／895名（単独）
情報処理サービス
システム開発サービス
システム機器販売

取 締 役 会 長
代表取締役社長
専 務 取 締 役
常 務 取 締 役
常 務 取 締 役
常 務 取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役
監 査 役

池　田　 典　義
梶　本　 繁　昌
田　口　 　　勉
坂　井　 　　満
鰐　渕　 　　浩
佐　伯　 友　道
内　田　 直　克
石　神　 　　哲
立　島　 直　記
浅　井　 紀代子
竹之内　 幸　子
本　村　 晴　樹
〆　野　 和　彦
大　橋　 秀　夫
田　下　 佳　彦

役　員

資 本 金
事 業 内 容

６０８百万円
情報処理サービス
システム開発サービス
システム機器販売

株式会社ＩＳＴソフトウェア
www.ist-software.co.jp/

子会社

資 本 金
事 業 内 容

９百万円
情報処理サービス

株式会社アイネット・データサービス
（特例子会社）
www.inet-d.co.jp/

＊1

＊1

＊2

＊2

＊2

＊1…社外取締役　＊2…社外監査役

トピックストピックス

7月

7月

女性活躍推進への寄付で
神奈川県と横浜市から感謝状受領7月

創立45周年の節目
の年に、女性の活躍
推進の一環として、
地元である神奈川
県と横浜市に寄付
を行い、感謝状を頂
きました。黒岩知事と会長

林市長と社長

ラジオNIKKEI 出演

ラジオNIKKEI
「この企業に注
目！相場の福の
神」に、社長の
梶本が出演し、
当社の魅力を説
明致しました。

7月
個人投資家向け説明会
を東京・大阪・名古屋の3
都市で開催致しました。
社長の梶本より当社の
事業内容、ビジネスモデ

ル、配当方針や社会貢献への取り組み等を説明
し、個人投資家の皆様に理解を深めて頂きました。

ドローン事業参入
記者会見

近い 将 来には
多くの利用が期
待される「ドロ
ーン（小型無人
航空機）」を活

用した先進IoTプラットフォーム事業への参
入について記者発表を開催致しました。

9月 個人投資家向け
会社説明会9月～10月



287,980

250,000
217,800

255,100

記載されている製品名などの固有名詞は、
各社の商標または登録商標です。

（商標について）

株式の状況（２０１6年9月３0日現在）

事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
基 準 日

同 連 絡 先

上 場 証 券 取 引 所
公 告 の 方 法

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関

４月１日～翌年３月３１日
毎年６月
定時株主総会・期末配当 ３月３１日
中間配当 9月30日

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 証券代行部
〒１３７－８０８１ 東京都江東区東砂七丁目１０番１１号
TEL ０１２０－２３２－７１１（通話料無料）
東京証券取引所
電子公告により行います。
公告掲載URL
www.inet.co.jp/ir/stock.html/

（ただし、電子公告によることができない事故、その他やむを得
ない事由が生じた際には、日本経済新聞に公告致します。）

株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口
座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設さ
れている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三菱ＵＦＪ信託銀行）ではお取り
扱いできませんのでご注意ください。
特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行が口
座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱ＵＦＪ信託銀行）にお
問合せください。なお、三菱ＵＦＪ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎ致します。
未受領の配当金につきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行本支店でお支払い致します。

１.

２.

３.

［ご注意］

■ 金融機関
■ 証券会社
■ 国内法人
■ 外国法人等
■ 個人・その他

0.70%
0.52%
1.47%
1.79%

95.52%

株
主
数

株 主 数
発行可能株式総数
発行済株式の総数
大 株 主

4,015名
60,000,000株
14,765,840株

池 田 典 義
ア イ ネ ッ ト 従 業 員 持 株 会

日 本 ト ラ ス テ ィ・ サ ー ビ ス
信 託 銀 行 株 式 会 社（ 信 託 口 ）

北 川 淳 治

有 限 会 社 エ ヌ・ア ン ド・ア イ

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社
三 菱 総 研 Ｄ Ｃ Ｓ 株 式 会 社

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

BNP PARIBAS SECURITIES SERVICES 
L U X E M B O U R G / J A S D E C / F I M / L U X E M B O U R G 
FUNDS/UCITS ASSETS（常任代理人 香港上海銀行東京支店）

株 式 会 社 横 浜 銀 行
（常任代理人資産管理サービス信託銀行株式会社） 643,000

1,672,890
1,283,415

463,700

495,000

1.99

1.73
1.51

1.76

4.45

710,300 4.91

11.57
8.88

3.21

3.42

2016年10月1日付で株式分割を行っており、分割後の発行済株
式の総数は16,242,424株となります。
自己株式を309,977株保有しておりますが、持株比率は自己株式
を控除して計算しております。

株式メモ

株主優待制度のご案内配当金

株　主　名 持株数（株） 持株比率（％）

所有者別構成比

※1 発行済株式の総数について…

※2 持株比率について……………

■ 金融機関
■ 証券会社
■ 国内法人
■ 外国法人等
■ 個人・その他

17.65%
0.49%
9.38%
7.82%

64.66%

株
式
数

36円（予定）
（中間18円+期末18円）

第46期
1株当たり
配当金

毎年9月末日時点で1,000株以上
保有いただいている株主様
所有株式に応じて当社オリジナル
QUOカードを年1回（12月上旬）
お届け致します。
贈呈額の10％を別途、当社より障
がい者支援団体等に寄付させてい
ただきます。

対 象 株 主 様

優 待 内 容

社会への貢献

贈 呈 の 内 容

更に3年以上継続保有の場合は、1,000円分の
QUOカードを追加

株主の皆様の日頃のご支援にお応えするとともに、
当社株式の魅力を高めることを目的に実施しています。

1,000円分
2,000円分
3,000円分

1,000株以上 3,000株未満
3,000株以上 5,000株未満
5,000株以上

当社は、安定的な配当を継続して実
施することを基本としており、今期で
5期連続、増配を予定しております。

オリジナル
QUOカード

株式数株主数

※1

※2

と株主様を結ぶコミュニケーション誌

第        期  第 2 四半期 46

［証券コード ： ９６００］

［２０１6年４月１日　２０１6年9月３0日］

株 主 通 信


